
　福祉活動やボランティア活動

に関心のある市内の中学生 23

名が夏休みの間、災害ボランティ

アと施設ボランティアの活動を

学びました。

夏はサマボラで　
     ボランティア活動はじめの一歩



平成28年度　南房総市社会福祉協議会

主 な 事 業 報 告
　 　
高齢になっても安心して暮らせる社会に
◇ 70歳以上の独り暮らしの方へお届けするふれあい
　ランチサービス……………………延べ食数 9,716 食
◇在宅介護をされている方へ紙おむつを年 4回給付
    …………………………………  延べ給付件数 620件
◇介護予防通所事業（お達者サロン）
　 ……………………… ……… 延べ利用者数 3,534 人
◇過疎地有償運送事業で高齢者・障がい者の外出支援
　●ホームヘルパーによる外出支援サービス
　………………………………………送迎件数 1,368 件
　●ボランティアによる移送サービス

    （利用会員 133人・協力会員 63人）
　………………………………………送迎件数 2,007 件
◇在宅介護者の心身のリフレッシュに
　介護者のつどい
　●第 1回 「最新の福祉用具の紹介」
　　情報交換他交流会を実施
　　……………………………………… 延べ 21人参加
　●第 2回 「コーヒーの淹れ方講座」
　　リラックス・健康効能を学び、情報交換会を実施
　………………………………………… 延べ 11人参加
◇日常生活自立支援事業 …………現任支援員数 8名
　●新規相談 3件・新規契約 3人・契約 12人
　　生活支援員が日常生活の財産管理や福祉サービス
　　の利用援助をサポートし、安定した生活を支援しました。
◇生活困窮者自立相談支援事業
　●新規相談 41件・プラン作成 37件・終結件数 9 件
　　専門の相談支援員が、個々の抱えている課題を関
　　係機関と連携調整を図りながら、自立に向けた支
　　援をしました。

地域のみなさまと共に
◇結婚 50周年記念祝賀事業の開催
　金婚式をお迎えのご夫婦へ記念品を贈呈
　………………………………………  希望対象者 78組
◇高齢者肖像画贈呈事業
　長寿を祝し対象者へ贈呈……………………22人贈呈
◇市内 16地区社会福祉協議会の運営支援
◇市内７地区に「ささえあいネットワーク南房総」お
　よび「生活支援コーディネーター」を設置し、地域
　の福祉課題を地域で支え合い解決できる仕組みづくり
◇「ふれあい」をテーマに地域にあった世代間交流や
　季節行事を開催 ……………………述べ 172人参加
◇火災、風水害等の被災者に応急援護資金の交付
　……………………………………お見舞い世帯数 9件

福祉車両・福祉機器貸出
◇車イスに乗ったまま利用できる福祉車両の貸出
　…………………………………………貸出件数 915件
◇車イス・ベッド等の福祉機器の貸出
　…………………………………………  貸出件数 95件

在宅介護のお手伝い
（介護保険法・障害者総合支援法に基づく介護サービス
 を含む）
◇ホームヘルパーによる訪問介護
　…………………………………延べ利用件数 3,064 件
◇居宅介護支援（ケアプラン作成）
　……………………………………延べ利用件数 406件
◇ホームヘルパーによる障害者居宅介護
　……………………………………延べ利用件数 348件
◇高齢者生活管理指導員派遣
　……………………………………延べ利用件数 150件

ボランティア活動を応援
◇ボランティア養成講座の開催
　●給食ボランティア講座……………延べ 172人参加
　●災害ボランティア講座 …………… 延べ 92人参加
　●生活支援担い手講座 ……………… 延べ 72人参加
　●サマーボランティアスクール …… 延べ 46人参加
◇ボランティアセンターの運営
　●登録ボランティアグループ ………………  61 団体
　●登録ボランティア数 ………………  延べ 1,134 人

福祉教育の推進
◇小・中学校、高校への福祉教育推進助成金の交付
　………小学校 (8校 )、中学校 (6校 )、高校 (1 校 )
◇学生福祉体験講座を開講
　福祉の心を育む為、ボランティア体験を実施。
　………………………………………………382人参加

ふくしの相談
◇弁護士や司法書士による無料法律相談………69件

各種資金の貸付
◇福祉資金貸付 ……………………………………０件

施設管理
◇ちくら介護予防センターゆらり
　……………………………………………延べ 9,654 件

社協活動をたくさんの方々に知っていただくために
◇ホームページの運営
◇社協広報誌「てんだぁ」の発行
　…………………………………年 4回（7・10・1・4月）
◇第 11回南房総市社会福祉大会の開催
　………………………………………………300人参加
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平成 28年度　社協会費のご報告とお礼
会 費 の 種 類 金　　　額
一 般 会 費 12,824,940 円
賛 助 会 費 　　　 806,000円
特 別 会 費 780,000円
合 　 　 計 　　14,410,940 円

平成 28年度会費納入実績

皆様からの温かい気持ちが福祉を支えています

会費収入
寄附金収入
経常経費補助金収入
受託金収入
貸付事業収入
事業収入
負担金収入
介護保険事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受取利息配当金収入
その他の収入

基金積立資産取崩収入
積立資金取崩収入
その他の活動による収入
その他の活動収入計(7)
基金積立資産支出
積立資産支出
その他の活動による支出
その他の活動支出計(8)

流動資産
固定資産

流動負債
固定負債

基本金
基金
国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
次期繰越活動増減差額

施設整備等寄附金収入
施設整備等収入計(4)
固定資産取得支出
施設整備等支出計(5)

人件費支出
事業費支出
事務費支出
配分金支出
貸付事業支出
助成金支出
負担金支出
事業活動支出計(2)

事業活動収入計(1)

事業活動による収支
勘　　定　　科　　目

資 産 の 部 負 債 の 部 純 資 産 の 部

資金収支計算書
平成28年度決算報告

貸借対照表

事業活動計算書
（自）平成28年4月1日（至）平成29年3月31日 （自）平成28年4月1日（至）平成29年3月31日（単位：円）（単位：円）

決　　　算

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)  
前期末支払資金残高(12)  
当期末支払資金残高(11)+(12)

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)
予備費支出(10)

資産の部合計 負債の部合計 純資産の部合計

その他の活動による収支

施設設備等による収支

14,410,940
1,455,793
91,174,686
37,598,084

0
7,588,020
222,500
11,819,190
1,190,990
29,181

2,418,432
167,907,816
124,348,067
31,217,717
5,108,597
3,445,000

0
5,375,407
3,000

169,497,788
△ 1,589,972

0
0

540,000
540,000

△ 540,000

20,354
2,401,740
11,742,930
14,165,024
1,477,695
1,273,187
5,707,080
8,457,962
5,707,062

0
3,577,090
61,662,952
65,240,042

75,694,847
234,249,895

309,944,742 143,219,955

16,171,805
127,048,150

8,000,000
99,911,375
1,696,081
17,113,967
40,003,364
166,724,787

収

　
　
　
　
　入

収
入

収
入

支
出

支
出

支

　
　
　
　
　出

会費収益
寄附金収益
経常経費補助金収益
受託金収益
事業収益
負担金収益
介護保険事業収益
障害福祉サービス等事業収益
その他の収益
サービス活動収益計(1)

施設整備等寄附金収益
その他の特別収益
特別収益計(8)
固定資産売却損・処分損
国庫補助金等特別積立金積立額
特別費用計(9)

受取利息配当金収益
その他のサービス活動外収益
サービス活動外収益計(4)
サービス活動外費用計(5)

人件費
事業費
事務費
配分金費用
共同募金配分金事業費
助成金費用
負担金費用
基金組入額
減価償却費
国庫補助金等特別積立金取崩額
サービス活動費用計(2)

サービス活動増減の部
勘　　定　　科　　目 決　　　算

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2) 

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

前期繰越活動増減差額(12) 
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 
基本金取崩額(14) 
基金取崩額(15) 
その他の積立金取崩額(16) 
その他の積立金積立額(17) 
次期繰越活動増減差額(18)=(13)+(14)+(15)+(16)+(17)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10) 
繰越活動増減差額の部

経常増減差額(7)=(3)+(6) 
特別増減の部

サービス活動外増減の部

14,410,940
1,455,793
91,174,686
37,598,084
7,588,020
222,500
11,819,190
1,190,990
2,418,432

167,878,635
118,386,867
31,217,717
5,108,597
3,445,000

5,375,407
3,000

1,477,695
2,112,799

△ 1,094,918
166,032,164
1,846,471

29,181
0

29,181
0

29,181
1,875,652

0
0
0
19
0
19

△ 19
1,875,633

38,110,064
39,985,697

0
20,354

0
2,687

40,003,364

収

　
　
　
　
　益

収

　益

収

　益

費
用

費

　用

費

　
　
　
　
　用

平成29年3月31日現在 （単位：円）

負債及び純資産の合計 309,944,742
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7月11日

正
し
い
杖
の
使
い
方
で

　
　
　
安
心
・
安
全
・
元
気
に
暮
ら
そ
う

介
護
者
の
つ
ど
い

　

今
回
の
介
護
者
の
つ
ど
い
で
は
、
南
房
総
市
富
山
国
保
病
院
の
渡
辺
芳
久
理
学
療
法
士
を

迎
え
、「
杖
の
使
い
方
・
介
助
の
方
法
」
を
学
び
ま
し
た
。

　

介
護
者
の
中
に
は
、
自
分
の
杖
を
持
参
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
、
持
ち
方
や
自
分
に
合
う
高

さ
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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杖
の
使
い
方
ひ
と
つ
で
転
ぶ
こ

と
も
あ
り
、
杖
は
病
気
や
怪
我
の

な
い
側
の
手
で
持
ち
、
高
さ
は
大

腿
骨
の
付
け
根
に
あ
る
出
っ
張
っ

た
骨
の
高
さ
に
合
わ
せ
る
の
が
よ

い
そ
う
で
す
。

　

講
座
終
了
後
に
は
、
交
流
会
を

実
施
し
、
日
ご
ろ
の
介
護
の
様
子

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

以
前
に
家
族
の
介
護
し
た
方
の

参
加
も
あ
り
、
良
い
聞
き
手
に
な
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
じ
境
遇
に
あ
る
方
と
話
し
を

す
る
こ
と
で
、
情
報
交
換
が
で
き

よ
い
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

7月27日

私
た
ち
が
今
、地
域
で
で
き
る
こ
と

　
生
活
支
援
担
い
手
養
成
講
座

　

日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
の
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
方
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
対
象
に
、
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
や
身
近
な
場
所

で
交
流
を
す
る
サ
ロ
ン
活
動

を
し
て
い
く
上
で
必
要
な
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
に
つ
い

て
の
知
識
と
そ
の
援
助
方
法

に
つ
い
て
、
千
葉
県
介
護
福

祉
士
会　

箱
田
純
子
氏
に
よ

る
生
活
支
援
担
い
手
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、「
自
分
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
」
と
の
事
例

を
通
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
日
頃
の
活
動
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
視
点
の
支
え
合
い
の
意
見
が
出
て

い
ま
し
た
。

　

講
師
よ
り
「
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
は
地
域
住
民
同
士
の
支
え
合
い
『
近
助
』
で
あ
り
、

そ
の
活
動
を
支
え
る
担
い
手
の
役
割
も
大
切
だ
。」
と
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
知
識
を
踏
ま
え
た
う
え
で
活
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て
ま
ず
は
身
近
で
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
、
笑
顔
で
楽
し
く
活
動
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
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富
浦
地
区
の
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
」
を
紹
介
し
ま
す
。

か
つ
て
の
富
浦
駅
前
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

駅
前
の
旧
観
光
案
内
所
を
会
場
に
、
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
所
（
サ
ロ
ン
）
に
な
れ
る
よ
う
平
成
27
年
よ
り
12
名
の
メ

ン
バ
ー
で
始
め
ま
し
た
。

　
「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
」
と
は
、
雨
の
日
、
曇
り
の
日
、
雪
の
日
で

も
そ
の
あ
と
必
ず
晴
れ
る
空
。
そ
こ
か
ら
つ
け
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。

　

今
回
参
加
し
た
中
学
生
は
23
名
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
を
持
っ
た
生
徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。

 

８　

22
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
構
え
】

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
心
構
え
の
説
明
か
ら
、

地
域
で
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
体

験
談
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
た
ち
に
も
出

来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

 

８　

23
【
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ス
】

　

南
房
総
市
社
協
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
講
師
に

災
害
時
に
出
来
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

話
を
聞
き
、
災
害
時
の
ト
イ
レ
確
保
の
重
要
性

の
説
明
か
ら
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
簡
易
ト
イ

レ
と
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
使
っ
た
マ
ス
ク
と
新

聞
紙
で
ス
リ
ッ
パ
作
り
を
し
、
災
害
時
の
備
え
と

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
房
郡
市
消
防
本
部
の
方
か
ら
、
普

通
救
命
講
習
を
受
け
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

 

８　

24
【
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
コ
ー
ス
】

　

各
施
設
で
車
イ
ス
の
操
作
方
法
や
シ
ー
ツ
交

換
の
仕
方
を
学
び
、
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
や

レ
ク
リ
ー
シ
ョ
ン
を
一緒
に
行
っ
た
り
し
て
施
設
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

電
車
で
来
ら
れ
た
観
光
客

に
地
域
の
案
内
を
し
た
り
、

近
所
に
お
住
い
の
方
が
趣
味

の
手
作
業
を
習
い
に
集
ま
っ

た
り
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
集

ま
る
場
所
だ
っ
た
り
と
、
開

い
て
い
る
日
は
い
ろ
ん
な
人

た
ち
が
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
供
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
老
若
男
女

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所

（
サ
ロ
ン
）
に
な
る
よ
う
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
　

　
　
　
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ら
へ
よ
う
こ
そ

中
学
生
が
地
域
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
ぶ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
マ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

8月22・23・24日

 

【
体
験
を
終
え
て
】

　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
た
生
徒
か
ら

は
、「
身
近
に
あ
る
も
の
を
使
っ
て
ト
イ
レ
を
作
っ

た
り
ス
リ
ッ
パ
を
作
っ
た
り
と
、
災
害
時
に
こ
う

い
う
使
い
方
も
あ
る
ん
だ
な
と
思
っ
た
」
「
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
っ
て
心
肺
蘇
生
は
自
分
自
身
も
体
力
が

必
要
だ
な
と
思
っ
た
」
「
も
し
も
の
時
に
学
ん
だ

こ
と
を
役
立
て
て
協
力
し
た
い
」
と
い
う
意
見

が
あ
り
、
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
た
生
徒

か
ら
は
、「
初
め
は
緊
張
し
た
け
ど
、
お
年
寄
り

の
方
が
や
さ
し
く
接
し
て
く
れ
緊
張
が
ほ
ど
け

た
」「
将
来
、介
護
や
看
護
の
仕
事
に
就
き
た
い
」

「
普
段
体

験
で
き
な
い

こ
と
が
で
き

た
」
な
ど
、

心
に
残
っ
た

体
験
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
関
心

を
深
め
ま
し

た
。
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　今年も１０月１日から全国一斉に赤い羽根共同募金運動が始まります。地域の皆様から
お寄せいただいた募金は、南房総市の福祉の事業や支援を必要としている人たちに役立
てられています。
　赤い羽根共同募金は、市民自らの行動を応援する「自分の町を良くするしくみ」です。
地域の皆様の温かいご支援とご協力をお願いいたします。

●戸別募金……区長さんを通じ、１世帯あたり500 円を目安にお願いしています。

●法人募金……市内の企業や事業所に呼びかけます。

●学校募金……福祉を学ぶきっかけに、児童・生徒にご協力をお願いします。

●職域募金……会社で働く人に職場での募金を呼びかけます。

●街頭募金……街頭で地域の方々へ呼びかけます。

●協力店募金…地域のお店や施設を利用する人にご協力をお願いします。

○
介
護
者
の
つ
ど
い

○
広
報
紙「
て
ん
だ
ぁ
」の
発
行

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営

○
社
会
福
祉
大
会

○
赤
い
羽
根
募
金
箱
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

○
福
祉
育
成
映
画
会

○
福
祉
機
器
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

○
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
外
出
支
援

　
車
両
の
貸
出
・
整
備

○
結
婚
50
周
年
祝
賀
事
業

赤い羽根共同募金平成29年10月1日▼平成30年3月31日

歳末たすけあ
い募金

平成29年12月
1日

▼
平成29年12月

31日

じぶんの住む町が好き、だから、ずっと住み
続けたい町。そんな気持ちを、ささえる仕
組みが赤い羽根。たくさんの人々の優し
さが、共同募金を支えています。

募金実施方法

平成28年度の赤い羽根募金  6,780,807円
歳末たすけあい募金 　   6,676,680円
となりました。
　皆様のご協力に感謝申し上げます。
ありがとうございました。
　また、皆様からお寄せいただいた
募金は、下記のような南房総市の福
祉活動の事業に役立てられています。



☎
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災害に備えた「ささえあい」のまちづくりに向けて
～災害ボランティア活動の取り組みについて～

　

近
年
頻
発
す
る
風
水
害
や
地
震
災
害
時
に

は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
大
き
な
力
を
発

揮
し
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
活
動
す
る
う
え
で
の
拠
点
と
な
る

の
が
、「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以

下
災
害
Ｖ
Ｃ
）」
で
す
。

　

災
害
Ｖ
Ｃ
は
、
大
き
な
災
害
で
被
災
し
た

方
た
ち
や
地
域
を
支
援
す
る
た
め
に
、
臨
時

的
・
応
急
的
に
作
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
で
す
。

　

災
害
Ｖ
Ｃ
は
、「
被
災
者
が
な
る
べ
く
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
生
活
を
支
援
す
る
こ

と
」「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
や
す

い
よ
う
に
調
整
し
、
応
援
す
る
こ
と
」
を
役

割
と
し
、
被
災
者
か
ら
の
要
望
と
駆
け
付
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
を
つ
な
ぐ
窓
口
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
南
房
総
市
地
域
防
災
計
画
（
平
成

26
年
３
月
版
）
が
策
定
さ
れ
、
災
害
Ｖ
Ｃ
に

つ
い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
災
害
発
生
時
に
備
え
、「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
や
「
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
訓
練
」「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
絡
調
整
」
を
行
っ

①正しい情報入手
　 被災地の状況は、それぞれ異なります。あ
らかじめ被災地ボランティアセンターの
ホームページをご覧ください。
②十分な準備
　 活動時の服装として、津波や豪雨による水
害に伴う泥出し、片づけの作業を行う場合
には、防じんマスク、厚手で長めのゴム手
袋、長靴が必要となります。活動に応じた
準備を心がけましょう。
③識別できる服装
　 ボランティア活動中であることが識別でき

　現在 10 名の方が登録し、市内で活動してい
ます。
　主な活動としましては、災害ボランティア養
成講座の企画運営や小中学生向けの防災講座の

★災害ボランティアを募集しています

特集

「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」を

ご
存
じ
で
す
か
？

開催、災害ボランティアセンター立ち上げ訓練の運営協力等です。
　必要とする資格は特にありません。（要事前登録）
今後の地域の災害支援について一緒に考え、また災害ボランティア活動を
行っていただける方を募集しています。
　災害時には、地域みんなで支えあうことが非常に重要です。
いつ起こるか分からない災害に備え、平常時から一緒に活動しませんか？

る状態で活動してください。
④支援物資は必要？
　 支援物資は、現地で必要と
されていて、なおかつ必要
な時に、必要な場所まで
　届けられる場合に限り送付
　してください。
⑤募金も大切な支援
　  募金や観光も大切な被災地支援です。
　 復旧活動が長期化した場合など、被災地への観
光や物産品の購入も復興につながるものとして
歓迎されています。

て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
に
こ
の
仕
組
み
を
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
“い
ざ
”
と
い
う
時
に
役
立
ち
ま
す
。

　

今
後
も
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
知
り
、
体

験
す
る
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
の
し
か
た
が
わ
か
ら
な
い
。

●
役
所
か
ら
届
く
書
類
を
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い

●
公
共
料
金
や
医
療
費
の
支
払
い
、
銀
行
な
ど
で
の
払
い
出
し
が

　

う
ま
く
で
き
な
い
。

●
通
帳
や
印
鑑
、
大
切
な
書
類
を
よ
く
な
く
し
て
し
ま
う

●
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
　

例　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
な
ど

●
財
産
管
理
サ
ー
ビ
ス

　

暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
お
金
の
出
し
入
れ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　
　

例　

医
療
費
な
ど
の
支
払
い
の
お
手
伝
い
や
本
人
に
代
わ
り
通
帳

　
　
　
　

か
ら
お
金
を
払
い
出
し
ま
た
預
け
入
れ
る
お
手
伝
い
な
ど

●
財
産
保
全
サ
ー
ビ
ス

　

大
切
な
書
類
や
印
鑑
な
ど
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会
の
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
専
門
員
及
び

　

生
活
支
援
員
で
す
。

認
知
症
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
が
対
象
で
す
。　
（
自
分
の
意
思
で
契
約
が
で
き
る
方
）

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業　
（
愛
称
す
ま
い
る
）
は
、
定
期
的
な
訪
問
に
よ
り
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
お
手
伝
い
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
、
高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　

就
職
、
住
ま
い
、
家
計
等
様
々
な
理
由
で
生
活
に
お
困
り
の
方
へ
相
談
員
が
困

り
後
の
解
決
に
向
け
て
一
緒
に
問
題
を
整
理
し
、
他
の
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
相
談
者
一
人
ひ
と
り
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
解
決
策
を

考
え
て
い
き
ま
す
。ご
相
談
は
無
料
で
す
。ご
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

電
話
や
窓
口
で
の
相
談
の
ほ
か
、
訪
問
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

●年会費 3,000 円（月額 300 円）
●財産保全サービス 3,000 円（月額 250 円）
● 支援に要した時間と生活支援金の交通費分が
かかります。

利用料は次のとおりです。

教育支援資金ゆめを追いかける君へ

高齢者や障がい者の
方々への支援

〔申込・問い合せ先〕　南房総市社会福祉協議会（本所）またはお近くの福祉サポートセンターへ

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



● 南房総市社会福祉協議会
　ホームヘルプサービス　 29 - 5 0 2 1

● 南房総市社会福祉協議会
　ケアプランセンター　　 29 - 5 0 2 2

寝る時の服装のポイント

● サッカー生地やパイル生地、綿生地、麻生地
で体の締め付け感がなく、汗をよく吸う生地
のパジャマを着ると安眠に効果があります。

　夏の疲れが出ていませんか？今年の夏の暑さは特別でした。
熱中症を防ぐために水分を摂ることや、エアコンを適正に使い
ましょうとよく耳にします。
　皆さん何を着て眠っていますか？良い睡眠をとることも、重要
なポイントです。
　肌の露出が多いと汗を吸収せず体温調節が上手くいかなくな
るので、発汗量が増す時期だからこそパジャマは長袖、長ズボ
ンがベストです。
　 パジャマも寝具も麻や綿がよいといわれています。

まだまだ寝苦しい夜が続きます。　
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福祉機器リサイクル情報

寝る時の服装について

募集

【申込・問い合せ先】南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの福祉サポートセンターへ



    

　

　 　 　

善意の寄付

この寄付金は、本会福祉振興基金に積み立て、以後地域福祉向上のため有効に役立たせていただきます。ありがとうございました。

敬称略/平成29年６月～平成29年８月

社会福祉法人 南房総市社会福祉協議会
◆本所　南房総市千倉町瀬戸 2705-6

44-3577　 44-3542
◆とみうら福祉サポートセンター　 33-4565
◆とみやま福祉サポートセンター    57-2926
◆みよし福祉サポートセンター　    36-2276
◆しらはま福祉サポートセンター    30-5122
◆ちくら福祉サポートセンター　　 44-3541
◆まるやま福祉サポートセンター    46-2200
◆わだ福祉サポートセンター 　      47-3390
◆ホームヘルプサービス　　　　    29-5021
◆ケアプランセンター　                29-5022

たくさんのまごころ
ありがとうございます。

　

匿名　4件                          　 　 　 170，444円

ー 発行・編集 ー

　南房総市内に在住し、在宅で日常生活のほとん
どに介護を必要とする方に紙おむつを給付します。
○紙おむつ給付事業

○高齢者介護用品支給事業

・1日中ベット上で過ごされ日常のほとんどに介護を要す
　る要介護認定３・４・５の方

・身体障害者手帳1級・2 級の方

・精神障害者保健福祉手帳および療育手帳をお持ちの方

紙おむつ　尿取りパット　フラットタイプの内1品目

・65歳以上で要介護４・５の方、介護をしているご家族
※要介護高齢者の属する世帯全員が前年度市民税非課税の世帯

紙おむつ　尿取りパット　紙パンツ
※1回あたり25,000 円以内

申込期限／平成 29年10月 27日（金）まで
給付月／平成 29 年12月
申込先／南房総市社会福祉協議会各福祉サポートセンター
問い合せ先／南房総市社会福祉協議会（本所）
　　　  または、 お近くの福祉サポートセンターへ　

　

対
象
者

対
象
者

品
目

品
目

紙おむつを給付します
    

～法律に関することでお悩みの方～

開設日 場　　　　所 担　　当

  10月 26日 （木） 三芳保健福祉センター 弁護士 

　11月 16日 （木） 白浜コミュニティセンター 弁護士

 12月21日（木） 富山ふれあいコミュニティ   センター（旧富山公民館） 司法書士

時間／午後１時～午後４時　

44-3577

○事前予約申込：随時電話にて予約を受け付けます。
○定　　員：6人（相談はおひとりにつき 30分まで）
○そ の 他 ：調停中や裁判中の事件の相談ならびに同一
                     内容についての再度の相談は応じられません。

無料法律相談

　ご家庭で不要な食品があればぜひ寄贈ください。いただいた食品は「フードバン
クちば」が責任を持って福祉関連施設へ、支援団体などを通じて生活に困窮している
方にお配りします。皆様のご協力お待ちしています。

※ご注意いただきたい点
　①賞味期限が明記され、かつ２ケ月以上あるもの
　②常温で保存が可能なもの
　③未開封であるもの
　④破損で中身が出ていないもの
　⑤お米は平成 28 年度産に限ります（玄米可）
　⑥アルコール類は受付けておりません

第17回フードドライブ　平成 29年９月19日（火）～ 10月 31日（火）まで
第18回フードドライブ　平成 30年１月15日（火）～２月28日（水）まで

【受け取り窓口】南房総市社会福祉協議会（本所）または、お近くの福祉サポートセンターへ

　前回（平成 29 年1月実施）は市民の皆様から、
157.8㎏の食品を寄付いただきました。
　寄付いただいた食品は個人支援のほか子ども食
堂への支援にも活用されています。
　引き続きご協力をお願いします。

募集

予約・問い合せ先：南房総市社会福祉協議会(本所）


